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皇
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後
冷
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天
皇
母
）

娘
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◉
後
宮
・
私
邸
を
場
と
す
る
宴
飲
を
盛
ん
に
開
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ハ
レ
と
ケ
の
中
間
領
域
に
つ
い
て
文
化
的
創
造
に
貢
献

◉
屏
風
歌
の
作
製

　和
歌
の
公
的
・
政
治
的
性
格
を
強
め
た

◉
漢
詩
を
作
る
作
文
会
を
自
宅
で
盛
ん
に
開
い
た

◉
賀
茂
斎
院
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御
禊
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大
嘗
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御
禊
、天
皇
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　諸
社
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華
や
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パ
フ
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マ
ン
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さ
く
も
ん
え
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平
安
王
朝
政
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文
化
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頂
点
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達
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先
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原
道
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能
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藤
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一
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御
堂
関
白
記

国
宝
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ユ
ネ
ス
コ

「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録

道
長
の
子
孫
で
あ
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摂
関
家
筆
頭
の

近
衛
家
の
文
庫
・
陽
明
文
庫
が

所
蔵
。

自
筆
本
十
四
巻
、

古
写
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十
二
巻
が

伝
わ
っ
て
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政
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卿
連
合
に
よ
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太
政
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政
治
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上
に
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（
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頭
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内
覧
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統
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点

仏
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仏
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芸
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が
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引

道
長
の
生
き
た
時
代
背
景
を
、

現
状
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
て

研
究
者
が
く
わ
し
く
解
説

総
説

専
門
分
野
の
執
筆
者
陣
が
、

道
長
の
日
記『
御
堂
関
白
記
』に

頻
出
の
こ
と
ば
を
と
り
あ
げ
て
解
説

道
長
の
視
点
で
、事
典
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

読
み
物
と
し
て
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

項
目

平
安
朝
摂
関
時
代
の
最
盛
期
を
築
い
た
藤
原
道
長
（
9
6
6―

1
0
2
7
）
が
生
き
、
見
て
い
た
10
世
紀
末
か
ら
11
世
紀
初
め
の
貴

族
社
会
の
あ
り
方
を
、い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
わ
け
、事
典
の
形
を
と
っ

て
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
、藤
原
道
長
の
日
記
、

国
宝
『
御
堂
関
白
記
』（
陽
明
文
庫
蔵
）
に
み
ら
れ
る
語
句
・
表
現

を
中
心
に
、
約
1
0
5
0
項
目
を
立
項
。

各
項
目
は
「
政
務
・
儀
礼
」
以
下
「
御
堂
関
白
記
の
表
現
」
に
い

た
る
11
の
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
冒
頭
に
は
、

専
門
の
執
筆
者
に
よ
る
詳
細
な
総
説
を
収
録
。

各
項
目
の
記
述
は
、『
御
堂
関
白
記
』
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
あ
ら

わ
れ
、
道
長
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
か
を
中
心
に
叙

述
す
る
。摂
関
時
代
を
象
徴
す
る
人
物
の
視
点
で
見
た
世
界
で
あ
り
、

平
安
貴
族
社
会
の
華
や
か
な
世
界
を
読
ん
で
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

お
も
な
出
所
や
出
典
・
参
考
史
料
等
を
記
載
。
平
安
貴
族
社
会
研

究
に
至
便
。
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つ
い
て
文
化
的
創
造
に
貢
献

◉
屏
風
歌
の
作
製

　和
歌
の
公
的
・
政
治
的
性
格
を
強
め
た

◉
漢
詩
を
作
る
作
文
会
を
自
宅
で
盛
ん
に
開
い
た

◉
賀
茂
斎
院
の
御
禊
や
大
嘗
祭
御
禊
、天
皇
の

　諸
社
行
幸
を
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
し
た

さ
く
も
ん
え

女性を含む文化を歴史の表舞台に

平
安
王
朝
政
治
文
化
の

頂
点

　到
達
点
で
あ
り
、

先
駆 藤

原
道
長

有
能
な
側
近

藤
原
行
成

　能
書
、三
蹟
の
一
人
。

　
　
　
　
　世
尊
寺
流
の
祖

藤
原
公
任

　和
歌
・
漢
詩
・
管
絃
に

　
　
　
　
　秀
で
た「
三
舟
の
才
」

多
士
済
々

安
倍
晴
明

源
頼
光

御
堂
関
白
記

国
宝
、
ユ
ネ
ス
コ

「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録

道
長
の
子
孫
で
あ
り
、

摂
関
家
筆
頭
の

近
衛
家
の
文
庫
・
陽
明
文
庫
が

所
蔵
。

自
筆
本
十
四
巻
、

古
写
本
十
二
巻
が

伝
わ
っ
て
い
る

政
治
手
法

公
卿
連
合
に
よ
る
太
政
官
政
治
の
上
に

一
上
（
筆
頭
大
臣
）

内
覧
と
し
て
統
括

※

律
令
制
の
伝
統
の
到
達
点

仏
道
へ
の
帰
依（
道
長
の
王
権
）

浄
妙
寺
・
金
峰
山
埋
経
・
法
成
寺
等
の
造
営

（
仏
教
・
仏
像
・
絵
画
・
書
道
な
ど
美
の
一
大
体
系
と
し
て
の

総
合
芸
術
）

※

の
ち
の
院
政
期（
一
二
世
紀
）の
宗
教
的
王
権
の
あ
り
方
へ
つ
な
が
る

ラ
イ
バ
ル

後
宮
文
化
サ
ロン

紫
式
部
『
源
氏
物
語
』

和
泉
式
部
・
赤
染
衛
門…

原文・読み下しと詳細な注を収録。
御堂関白記を深く読みこむための恰好のガイド。（価格は税別）

「
わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
」歌
か
ら
千
年…

   

あ
ら
た
め
て
注
目
、道
長
時
代

思
文
閣
出
版

奉仕

 対立

奉仕

執筆

本書HP QRコード

平成29年
９月20日
刊行

仕
官

い
ち
の
か
み

倫
子

……

……

※『御堂関白記』には家族の記述が多い

〒605-0089　京都市東山区元町 355　tel.075-533-6860 ／ fax.075-531-0009　 pub@shibunkaku.co.jp




